
 

    

～ いのちや生活に関わる多彩な専門科目を学びます ～ 

 

家政科のキャッチフレーズは“笑顔にやさしさ

を添えて”。家政科では、笑顔とやさしさは、ぬ

くもりと温かさを伝える最大の贈り物と考え、平

成１９年度からキャッチフレーズになりました。

また、家政科では、生徒一人ひとりの可能性を導

き出し、力をつけていくために「謙虚な心」「感

謝の心」「挑戦する心」を大切に育んでほしいと

考えています。これらの３つの心は、生徒の未来

を豊かに拓き、導いてくれることと思います。 

今年度の家政科全体の取り組みは、「気持ちの

良いあいさつ」「人と物を大切にする心の育成」

に重点をおき、様々な生徒主体の活動を展開する

中で、高梁高校家政科の生徒としての誇りを育て

ていきたいと考えています。様々な場面で生徒自

らが考え、そして行動できる人になってほしいと

思っています。 

 

家政科の良さは、何てたっ

て、学校で学んだことがすぐ

生活に活かせること。そして、

大切な仲間にたくさん出会え

ること。授業は実習が多く、

基礎から楽しく学べます。 

キャッチフレーズ 

笑顔にやさしさを添えて 

高梁高校家政科は、全国でもめずらしい単位制の家政科です。一人

ひとりの興味・関心・進路に応じて、授業を選択できることが大きな

特徴で、将来の可能性と学びの喜びが広がります。 



 

本校家政科 学びの４本柱

食物 保育

福祉被服

体験実習
妊婦疑似体験実習

幼稚園実習

施設実習

介護実習

育児体験実習

いのちの源 

一つひとつが形になっていく喜び 

子育ての大切さ 

心が通じる喜び 



 

○岡山県高等学校職業教育技術顕彰
６名／３９名

職業資格等を優秀な成績で取得した人に県知事
から与えられる

• 家庭科技術検定（食物・被服・保育）１～４級

• 日本語ワープロ検定１～４級

• 秘書検定２・３級

• 漢字検定

食物１級・・３３名 洋服１級・・２０名

和服１級・・１８名 保育１級・・ ３名

○家政科で取得できる資格

昨年度の１級合格者

表彰者

○三冠王（食物・洋服・和服１級取得者）
１１名／３９名

外部講師特別授業
日本料理

ピンワーク

テーブルコーディネート

人形劇

フラワーアレンジメント



 

 

   

 

     

今年度の家政科展は来年の１月２１日（金）２２（土）にポルカ天満屋ハピータウンで開催します。 

テーマは「 扉 ～新たな一歩を踏みだそう～ 」です。 

 

昨年度の反省をもとに４月から準備をスタートしました。７月１２日には、第４回目の家政科展生徒実行委員

会を開き、内容等について話し合いを行いました。準備もこれからだんだん忙しくなりますが、家政科全員で力

を合わせて頑張ります。 

 

生徒実行委員長あいさつ 

昨年度の家政科展の詳しい様子をこの後紹介していますので見てください。 

 

今年度の家政科展準備の様子は順次お伝えします。 



各種コンクール受賞 
平成２１年度 牛乳・乳製品コンクール岡山県大会 

『優良賞』   宮崎 理恵 

 

 

 

平成２１年度 岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会備中支部大

会（ホームプロジェクトの部） 

『最優秀賞』  佐藤 瞳（２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年度 岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会（県大会） 

『優秀賞』  佐藤 瞳     

 

 

 

小井手学園高校生ファッションデザイン画コンテスト 

『佳作』   嶋田 由奈 

 

 

 

ＫＦＩ高校生ファッションデザイン画コンテスト 

『入賞』   嶋田 由奈 

 

 

家庭クラブ新聞コンクール 

『最優秀賞』  高梁高校家庭クラブ 

 

秘書技能検定 

『団体優秀賞』 高梁高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                                                         

クリスマスをイメージしたお菓子の家です（・∀・） 

 

 

ハロウィンをイメージして作りました（・ω・） 

 

 

食物ではカフェをしました。食物分野を履修していた人がウェイト

レスをしました。 

 

カフェのメニューのひとつです（・ｗ・） 

おいしそうに出来ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

被服分野では自分たちでドレスを製作しファッションショーを行い

ました（・ｗ・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

福祉では手話歌をしました 

 

 

大勢の観客を前に、少し緊張‥しました｜∵｜ 

 

 

 

巨大ペープサートで『十二支の始まり』という話をしました（・Ｕ・） 

最後にみんなで記念写真を撮りました。とても感動的な家政科展に

なりました（・∀・）ノ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家政科長より 

 本校家政科展は、ポルカ天満屋ハピータウンを会場に今年で 11 回

目を開催することができました。これもひとえに、快く会場を貸し

てくださったポルカの皆様、そして保護者や地域の皆様のお陰と心

より感謝しています。 

 家政科では、この家政科展を家政科での学習の成果の最大の発表

の場としてとらえ、各学年の生徒実行委員を中心に 1～3 年次生まで

の全員で力を合わせ準備を進めてきました。家政科展を通じて、改

めて人は人との繋がりの中で育てられていることに感謝し、その感

謝のきもちをどうすれば伝えることができるのか生徒一人ひとりが

自ら考えて行動することができたと思います。これからもこの感謝

の気持ちを大切にしていってくれることを願っています。 

 

・実行委員長より 

 私たちは今年度｢｣というテーマのもと、一人ひとりが様々な事を

企画し準備してきました。大変なことも多くありましたが、成功さ

せたいとみんなが心を一つに頑張ったお陰でポルカでの家政科展を

最高の形で終えることができました。この家政科展を通じていつも

一緒にいてもなかなか素直に感謝の気持ちを伝えることができない

大切な家族や友達、先生方や地域の方に少しでも私達の気持ちが伝

われば幸いに思います。 

 この家政科展を開催するにあたって、ご協力・応援してくださっ

たすべての方に感謝し、これからも家政科展がますます発展するこ

とを願いながら私たちはこれから私達を待っている未来に向かって

一歩一歩確実に歩んでいきたいと思います。 

 会場に足を運んでくださった皆様方、本当にありがとうございま

した。これからも高梁高校家政科をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


